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総合評価 

技術的にもビジネス計画的にも順調に進捗しており、更なる機能の向上と技術移転

戦略の明確化を期待する。一方で、事業化の構想については更なる検討が必要となる。

また、メンテナンスや他のシステムとの差別化要素を持続的に提供できるチーム構築

を期待する。 
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